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３－② 実践報告書【学校報告用】 

 

(１)事業名 

※事業名称がある場合  地域防災団体と連携した防災教育事業 

(２)実践報告 ※11 ポイント、明朝体で枠内に収めてください。 

実践内容及び児童生徒の

様子 
１ 修学旅行１日目(６月２９日)は､「きおくみらい」で震災の概要を

知り、蓬平で全村避難した山古志地域在住者の体験談を聞いた。２

日目は、木篭メモリアルパークで土砂に埋もれた家屋を見学し、被

害の甚大さと復興に向けた努力を知り、感銘を受けた。 

２ 防災キャンプ(７月２２日)では、自主防災組織の活動を理解し、

自分たちの安全を守ろうとする人々の取組に感謝した。 

３ 地震・大津波警報避難訓練(１０月２４日)では、防災頭巾を着用

して八幡館の屋上まで避難し、講話で率先避難の大切を理解した。 

４ 八幡地区防災訓練(１１月１２日)では、炊き出しの配膳を手伝い、

自分たちもできる避難所ボランティアがあることを理解した。 

成果と今後の課題 平成３０年度、コミュニティスクールの指定を受け、学校運営協議

会を組織した。その中には、地域防災団体も参加する。学校運営協議

会における協力体制を確立し、一層、学校と地域とが連携した防災教

育が推進できるように、指導計画の整備、充実を進めていくことが必

要である。 

実践の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 実践した際の写真を２～３枚貼り付けて、簡単なキャプションを加えてください。（キャプションの文字サイズは任意） 

なお、写真は Web ページ等での公開に支障のないものとし、提出の際には、データも別に添付してください。 

※ 最終年度の実績報告提出時には、「自校プラン」を添付してください。 

１年次／１年分 

石碑の言葉を読む子どもたち 

防災頭巾を背負って屋上で話を聞く 

非常食のおいしさを体験 

炊き出しをお年寄りに配膳 防災訓練の炊き出し芋煮汁 

山古志の全村避難経験者の話を聞く 


